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2Kp-7 衣服型紙設計のための曲率による胴部体表面形状の把握(第１報）

一体表面曲率からみた青年女子胴部形状の特徴－

被　　服

　　　　　　　三重大教育　　　　○増田智恵　　奈良女大家政(院）　陣内真奈美

　　　　　　　奈良女大生活環境　　今岡春樹

【目的】個性化に対応した衣服型紙設肝では，立体人体形状から直接にm紙Ik計のための

情報を得る必要がある。本研究では，体表面形状が可展面であるかを判断できるガウスの

曲率と;|i)ttil的曲率を型紙設計での体形情報として捉えた。ガウスの曲率は，球面形状では

正の値を示して展開面にはダーツのような間隙が生t，鞍状では負の値を示して二つの平

面の間にひし形状の間Pi ができる。また, 0の値を示すときは体表面が可展面であること

を示す。本報では，人体体表面を多面体としてその任意の点の曲率を算出して，青年女子

の胴部体表面形状の特徴を捉えた。

【方法】平均年齢20. 1歳の青年女子110名の右胴部石膏体内面の頚付根線,胴囲線,腕付根締

の1～1. 5cmのｱｳﾘｲﾝで囲まれた体表面に230の肝測点を設け, 3次元デジタイザで座標値を

叶測した。これを反転して全身の体表面の点434を結んで778の三角形(1214辺）に分割して，

一点に集中する三角形の合計角度αを求めた。体表面内部のガウスの曲率は’27t - a≒ｱｳﾄ

ﾗｲﾝ上の測地的曲率ばπ― a "で算出した。ガウスーボネの定理から. 胴部のオイラー標数

(i-2（434点- 1214辺＋778面）で，各被験者のガウスの曲率の総和と測地的曲率の総和との

和は－4 πとして体表面形状を検肘した。

【結果】青年女子胴邸体表面の各点のガウスの曲率の平均は-0.663から0.350の値をとり，

各点の総和の平均は-10.976(SD=1.332)である。青年女子の胴部曲面形状は負の曲事で示さ

れた。アウトライン上の測地的曲率の平均は-0.561から0.419の値で，その総和の平均は

-1.590（SD=1.332）で負の値であるが, 14名は正の値を示した。
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【目的】第1報で算出した青年女子胴部体表面のガウスの曲率を, 部位別に検肘して，衣

服型紙役計の観点から胴部体表面の体形情報を求めた。

【方法】第１報で算出したガウスの曲率のうち半身の胴部体表面内部の181点を使用して，

前胴部･後胴部での体表面曲率の特徴を検討した。ガウスの曲率ば2π－a" （aは一点の

角度）で，平面(2π)と立体体表面の角度（a）を比較してa t<小さいと正の値を示し，平面

では体表面以外に”In －a"の間隙が必要なことを, aがInより大きいとその体表面はー

平面以上，すなわち'In - a'の値だけ他の平面を追加しなければならないことを示す。

【結果】前胴部のガウスの曲率は，乳房の膨らみを中心に乳頭点（平均値0.35,ft大値0.76)

とその近傍の点では正の値を示し, 逆に下部乳頭位胸囲線上の点や前正中線と乳頭位胸囲

線の交点（平均値-0.1 3,ft小値-0. 85）では負の値になる。乳房の膨らみに対してその輪郭部

分では鞍状で両者の曲面形状に差があることが数値として示された。また，前肢冨点付近

の点，乳頭線の側部，頚付根線上の点で負の値がみられ，その体表面形状は鞍状であった。

後胴部では，肩甲骨付近の点と肩峰点付近の点で正の値になり，後肢寓点付近の点，頚付

根線上の点で負の値になった。前肩部では, if.骨や上腕骨頭の突出部分では正の値，その

突出に対するくぼみでは負の値.またm線の中点付近でも負の値（平均(1-0. 14,*小値-O.

43）になるが, 後肩部は正の値で示され，。肩部は球面と鞍状の複雑な体表面形状を示す。平

面では, 乳房，肩甲骨の膨らみなどの球面部位はダーツのような間隙が入り, 肢寓部, 頚

付根線，肩線の中点付近のような鞍状部位は二つの平面から構成してい＜必要があった。
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